
今、省エネルギーの取組がますます重要となっています。 

省エネルギーについて楽しく学ぶ学習会を開催します。是非ご参加下さい。 

＜第 146回 省エネルギー学習会＞  

１，日時＝2019 年 9 月 6 日（金曜日）13：30～15：30  

（13：20 現地集合。TX つくば駅より路線バスで約 10 分） 

 

２，会場＝気象庁気象研究所（茨城県つくば市長峰１－１） 

 

３，内容＝同上の見学会 

・施設見学コース：60分 

（添付案内を参照ください） 

 

・研究紹介コース：30 分 

（地球温暖化によって将来の気象がどう変わるか） 

 

 

４，定員 ＝15名（申込みは8月25日まで。定員に達した場合は締切ります）。 
 

５，申込 ＝平手 彰（Tel・Fax 04-7155-1073） 

      Ｅ―Mail  best.ecohouse@gmail.com  

 

 

 

 

 

＜次回予定＞ 

日時＝10 月 4 日（金）13：30～15：30 

会場＝流山市生涯学習センター 

内容＝未定 

主催 ： 省エネルギー学習会 

実施 ： 温暖化防止ながれやま（略称ＯＢＮ） 

 

  気象研究所は、我が国の気象業務を支える科学技術を研究・開発を担っている研究

機関です。観測・予測に関する基盤的な技術開発をはじめ、大規模な自然災害を引き起

こす集中豪雨・台風・地震・火山噴火等の研究や、地球規模の気候変動・地球環境問題

に関する研究などを実施し、天気予報や地震活動の監視などの気象業務の改善に活用さ

れてきました。今回、この気象研究所を見学します。  



数値シミュレーション

PRIMEHPC FX 100
ノード数：1080 ノード
メモリ：33.75 TB
演算性能値：1091 TFLOPS

PRIMERGY CX2550 M1 
ノード数：152 ノード
メモリ：38 TB
演算性能値：177 TFLOPS

1.268 P FLOPS 

コンピュータの中に仮想の地球（陸・海・大気）を作り、様々な物理計算式に基づいて、
将来の予測や過去の再現実験を行う

【計算能力】
1秒間に1268兆回の計算が可能　ひとりで１秒間に1回電卓で計算を続けると4000万年かかる

【使用目的】

【システム概要】

ペタ フロップス

（上記はいずれも富士通製）

スーパーコンピュータシステム

研究成果
台風、集中豪雨、地震津波、火山等による災害の軽減や、地球温暖化、環境変動の解明に向け
た研究を進めています

台風・集中豪雨等対策の強化に関する研究

地震・津波・火山対策の強化に関する研究

気候変動・地球環境対策の強化に関する研究

竜巻の高解像度シミュレーション 日本近海の海洋モデル開発

火山灰の降灰予測 巨大津波のシミュレーション

地球温暖化の予測 二酸化炭素分布

フェーズドアレイレーダーと二重偏波ドップラーレーダー
気象研究所には、２種類の最新型のレーダーが整備され、局地的大雨、集中豪雨や竜巻等
の突風のメカニズム解明を進めています。

設置場所：気象研究所本館正面玄関を出て正面右側の鉄塔の上

設置場所：気象研究所本館屋上

観測方法：平面の部分に電波を出す装置と、電波を受信する装置が
あります。

一斉に電波を放出し、雨粒等から跳ね返ってきた電波を
受信することで立体的に観測することができます。

観測方法：直径４ｍのアンテナから縦および横方向に振動する
　　　　２種類の電波を同時に送信し、雨粒などに反射されて
　　　　戻ってきた電波を受信します。
　　　　　受信した２種類の電波を利用することで、雨粒や雪・
　　　　雹などの種類の判別や大きさ、降水強度などを精度よ
　　　　く推定することが出来ます。

外観

レーダー本体

外観

観測時間：全天を約１０秒～３０秒

レーダー本体

TEL:029-853-8552  FAX:029-853-8549  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.mri-jma.go.jp/

2014年6月24日14時37分に気象研究
所の二重偏波レーダーで観測した積乱
雲の鉛直断面図。(左上)粒子の大きさ
と量を示す反射強度、(左下)粒子の形、
(右上)推定される内部構造。粒子の形
が球状であることを利用して通常の
レーダーでは把握できない雹の存在を
推定できます。

気象庁気象研究所　〒305-0052 茨城県つくば市長峰1-1パンフレット内の写真・図及び表について無断で
複製することを禁止します。

（2016 年８月作成）

観測データ

二重偏波ドップラーレーダー

フェーズドアレイレーダー



1E-5

1E-4

1E-3

1E-2

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

ﾋﾟﾅﾄｩﾎﾞ火山(1991)ｴﾙﾁﾁｮﾝ火山(1982)
主な火山噴火ｹﾙｰﾄ火山(1990)

ﾗﾊﾞｳﾙ火山(1995) ﾙｱﾝ火山(2002)
ｵｸﾓｸ火山(2008)

ｹﾙｰﾄ火山(2014)
ﾅﾌﾞﾛ火山(2011)ｶｻﾄﾁ火山(2008)

時刻（年）

 

sr-1

ルビーライダー(693nm）データを変換
高度範囲：16.5～30.5km（1987年まで）

Nd:YAGライダー(532nm）
高度範囲：第一圏界面～33km（1988年以降）

    ：日データ
    ：月平均値（全期間）
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太陽

地表面におけるエネルギー収支

観測したエネルギー収支の季節変化


